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がん患者における院内発熱の鑑別疾患（チェックリスト） 
 

 
 
 

感染性の鑑別疾患リスト 
好発部位	

 

 

 
 

□肺炎 
□尿路感染 
□⾎管カテーテル感染症 
□Clostridium difficile 感染症 
□⼿術部位感染症 

 
 
末梢カテでも起こりうる 
抗菌薬投与なくても発⽣しうる 
 

腫瘍による閉塞 
 

 

腫瘍による機能障害 

□閉塞性肺炎・肺膿瘍 
□胆管炎・肝膿瘍 
□複雑性尿路感染症 
□誤嚥性肺炎 

肺腫瘍 
肝胆膵領域の腫瘍 
尿路閉塞させる腫瘍 
頭頸部腫瘍 

デバイス関連 
 

 

 

 

 

 

□副⿐腔炎 
□⼈⼯呼吸器関連肺炎 
□⾎管カテーテル感染症 
□逆⾏性ドレーン感染 
□胆管炎（処置時、閉塞時） 
□カテーテル関連尿路感染症 
□髄膜炎 

経⿐チューブ 
気管チューブ 
⾎管カテーテル（末梢カテ含む） 
術後ドレーン 
胆管チューブ 
尿路カテーテル（腎瘻含む） 
脳室シャント・ｵﾝﾏﾔﾘｻﾞｰﾊﾞｰ 

⼈⼯物関連 
 

□⼈⼯関節の感染性関節炎 
□ティッシュエキスパンダー感染 

整形外科領域 
乳腺外科領域 

傷ついた⽪膚組織 
 

 

□⼿術部位感染 
□蜂窩織炎 
□褥瘡感染（特に仙⾻部） 

腫瘍（⽪膚原発、⽪膚転移）や治療
（化学療法、⼿術、放射線）による
⽪膚バリア破綻がきっかけとなる 

院内発症の下痢 
 

□Clostridium difficile 感染症 
□腸管外膿瘍 

抗菌薬投与なくても発⽣しうる 
腹腔内膿瘍・腸腰筋膿瘍 

院内発症の熱源として頻
度は低いが忘れない 
 

 

 

 

□感染性⼼内膜炎 
□化膿性⾎栓性静脈炎 
□化膿性脊椎炎・腸腰筋膿瘍 
□細菌性前⽴腺炎 
□肺結核 
 

上から３疾患は⾎流感染から続発 
（特に⻩⾊ブドウ球菌による） 
 
直腸診で確認 
⾼度免疫不全があると急性肺炎の
ような経過もあり 

エマージェンシー 
 

 

 

□発熱性好中球減少症 
 
 
□敗⾎症 

症状や所⾒が出にくい 
⼝腔内粘膜炎や肛⾨周囲膿瘍を診
察で確認 
低体温や汎⾎球減少時も疑う 
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⾮感染性の鑑別疾患リスト 
院内不明熱で頻度が⾼い	

 
□薬剤熱 
 

⽐較的元気、⽐較的徐脈、⽐較的
CRP低い 
起こしやすい薬剤（次⾴の表） 

つまる・やぶれる 
 

 

□脳梗塞、⼼筋梗塞、腎梗塞など 
□消化管出⾎ 
□⾎腫吸収熱 

 
 
 

下肢に注⽬ 
 

□深部静脈⾎栓／肺塞栓 
□偽痛⾵ 

Wells スコアでリスク評価 
膝に多い 

内分泌 
 

□甲状腺クリーゼ 
□副腎不全 

 
ステロイド処⽅忘れ、副腎転移 

肺の炎症 □放射線性肺臓炎 
□化学性肺臓炎 

照射終了直後〜数カ⽉後 

画像で⾎管炎を疑う □G-CSF 製剤による薬剤性⾎管炎  

除外診断 
 

 

□腫瘍熱 
 
□中枢性の⾼体温 

他の原因を除外した上でナプロキ
センの内服検討 
脳外科術後、頭部外傷後 

その他 □輸⾎・⾎液製剤 
□免疫関連有害事象（irAE） 
□腫瘍崩壊症候群 
□無⽯性胆嚢炎 
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薬剤熱の原因薬剤 

⾼頻度 低頻度 まれ 

・抗菌薬 ・アロプリノール ・抗菌薬 

  ペニシリン ・アザチオプリン   アミノグリコシド 

  セファロスポリン ・ヨード製剤   マクロライド 

  ST合剤 ・シメチジン   テトラサイクリン系 

・抗腫瘍薬 ・イソニアジド   クリンダマイシン 

  アスパラギン酸 ・リファンピシン   クロラムフェニコール 

  ブレオマイシン ・カルバペネム系抗菌薬   キノロン系 

・中枢神経作⽤薬 ・バンコマイシン   リネゾリド 

  バルビツレート ・NSAIDs ・ビタミン剤 

  フェニトイン ・メトクロプラミド   

・スルホンアミド ・降圧薬   

  アセタゾラミド   ヒドララジン   

  ループ利尿薬   β遮断薬   

  SU剤   Ca 拮抗薬   

  セレコキシブ など   ACE阻害薬   

・抗不整脈薬     

  プロカインアミド     

  キニジン     

・その他     

  メチルドパ     

  ⿇薬     

  睡眠薬     

  インターフェロン     
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